
医
療

的
ケ

ア
児

に
対

す
る

訪
問

看
護

の
適

用
範

囲
の

拡
大

令
和

元
年

7
月

1
2
日

福
井

県
福

井
市

令
和

元
年

地
方

分
権

改
革

に
関

す
る

提
案

募
集

10

重点番号10：医療的ケア児に対する訪問看護の適用範囲の拡大（福井市）



医
療

的
ケ

ア
児

に
つ

い
て

障
害

児
支

援
の

ニ
ー

ズ
の

多
様

化
に

き
め

細
か

く
対

応
す

る
た

め
の

支
援

の
拡

充
を

図
る

ほ
か

、
サ

ー
ビ

ス
の

質
の

確
保

・
向

上
を

図
る

た
め

の
環

境
整

備
等

を
行

う

◆
医

療
的

ケ
ア

児
数

(推
計

)

・
出

生
数

の
減

少
に

も
関

わ
ら

ず
、

平
成

2
8
年

度
に

は
1
0
年

前
と

比
較

し
て

約
2
倍

の
約

1
.8

万
人

に
な

っ
た

と
推

計

■
平

成
2
8
年

児
童

福
祉

法
等

改
正

医
療

的
ケ

ア
を

要
す

る
障

害
児

が
適

切
な

支
援

を
受

け
ら

れ
る

よ
う

、
自

治
体

に
お

い
て

保
健

・
医

療
・

福
祉

等
の

連
携

促
進

に
努

め
る

も
の

と
す

る

趣
旨

概
要

児
童

福
祉

法
(抄

)

第
五

十
六

条
の

六
第

二
項

地
方

公
共

団
体

は
、

人
工

呼
吸

器
を

装
着

し
て

い
る

障
害

児
そ

の
他

の
日

常
生

活
を

営
む

た
め

に
医

療
を

要
す

る
状

態
に

あ
る

障
害

児
が

、
そ

の
心

身
の

状
況

に
応

じ
た

適
切

な
保

健
、

医
療

、
福

祉
そ

の
他

の
各

関
連

分
野

の
支

援
を

受
け

ら
れ

る
よ

う
、

保
健

、
医

療
、

福
祉

そ
の

他
の

各
関

連
分

野
の

支
援

を
行

う
機

関
と

の
連

絡
調

整
を

行
う

た
め

の
体

制
の

整
備

に
関

し
、

必
要

な
措

置
を

講
ず

る
よ

う
に

努
め

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

医
療

的
ケ

ア
児

と
は

○
医

学
の

進
歩

を
背

景
と

し
て

、
Ｎ

Ｉ
Ｃ

Ｕ
等

に
長

期
入

院
し

た
後

、
引

き
続

き
人

工
呼

吸
器

や
胃

ろ
う

等
を

使
用

し
、

喀
痰

吸
引

や
経

管
栄

養
な

ど
の

医
療

的
ケ

ア
が

日
常

的
に

必
要

な
障

害
児

の
こ

と

○
医

療
技

術
の

進
歩

等
を

背
景

と
し

て
、

日
常

的
な

医
療

的
ケ

ア
と

医
療

機
器

が
必

要
な

医
療

的
ケ

ア
児

が
増

加

（
人

）

9
,9

6
7
 1
0
,4

1
3
 

1
0
,7

0
2
 

1
3
,5

8
5
 

1
6
,5

7
5
 

1
8
,2

7
2
 

0

5
,0

0
0

1
0
,0

0
0

1
5
,0

0
0

2
0
,0

0
0

H
1
8

H
2
0

H
2
2

H
2
4

H
2
6

H
2
8

１
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訪
問

看
護

に
つ

い
て

3
,8

8
0
 

5
,7

0
0
 

7
,3

8
3
 

1
0
,1

3
1
 

1
4
,4

1
5
 

2
,9

2
8
 

4
,3

7
0
 

5
,7

5
1
 

7
,9

8
0
 

1
1
,5

9
5
 

0

5
,0

0
0

1
0
,0

0
0

1
5
,0

0
0

2
0
,0

0
0

H
2
1

H
2
3

H
2
4

H
2
6

H
2
8

1
5
歳

未
満

(内
)1

0
歳

未
満

◆
小

児
の

訪
問

看
護

利
用

者
数

(全
国

)

5
3
 

5
3
 

6
5
 

8
3
 

8
3
 

2
8
 

2
1
 

2
4
 

3
3
 

4
0
 

02
0

4
0

6
0

8
0

1
0
0

H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

1
8
歳

未
満

(内
)6

歳
未

満

◆
訪

問
看

護
利

用
者

数
(福

井
県

)

・
訪

問
看

護
の

利
用

者
数

は
近

年
増

加
傾

向
・

そ
の

伸
び

は
、

低
年

齢
児

の
方

が
高

い

健
康

保
険

法
(抄

)

(訪
問

看
護

療
養

費
)

第
八

十
八

条
第

一
項

被
保

険
者

が
、

厚
生

労
働

大
臣

が
指

定
す

る
者

か
ら

当
該

指
定

に
係

る
訪

問
看

護
事

業
(疾

病
又

は
負

傷
に

よ
り

、
居

宅
に

お
い

て
継

続
し

て
療

養
を

受
け

る
状

態
に

あ
る

者
に

対
し

、
そ

の
者

の
居

宅
に

お
い

て
看

護
師

そ
の

他
厚

生
労

働
省

令
で

定
め

る
者

が
行

う
療

養
上

の
世

話
又

は
必

要
な

診
療

の
補

助
を

行
う

事
業

を
い

う
。

)を
行

う
事

業
所

に
よ

り
行

わ
れ

る
訪

問
看

護
を

受
け

た
と

き
は

、
そ

の
指

定
訪

問
看

護
に

要
し

た
費

用
に

つ
い

て
、

訪
問

看
護

療
養

費
を

支
給

す
る

。

■
訪

問
看

護
の

適
用

範
囲

健
康

保
険

法
上

、
訪

問
看

護
に

お
け

る
看

護
師

の
訪

問
先

は

居
宅

に
限

定

適
用

範
囲

出
典

：
厚

生
労

働
省

保
険

局
医

療
課

調
べ

出
典

：
福

井
県

看
護

協
会

調
べ

（
人

）
（
人

）

２
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福
井

市
の

現
状

◆
保

育
所

・
認

定
こ

ど
も

園
に

お
け

る
受

入
れ

に
関

す
る

相
談

件
数

2
1
人

1
7
人

1
0
人

8
人

7
人

4
人

喀
痰

吸
引

経
管

栄
養

人
工

呼
吸

器

気
管

切
開

酸
素

管
理

そ
の

他

◆
在

宅
実

施
の

医
療

的
ケ

ア
(1

8
歳

未
満

・
重

複
あ

り
)

■
医

療
的

ケ
ア

児
の

受
入

れ
に

関
す

る
考

え
方

原
則

と
し

て
喀

痰
吸

引
及

び
経

管
栄

養
そ

の
他

個
別

の
状

況
を

鑑
み

市
長

が
認

め
た

医
療

的
ケ

ア

受
入

れ
内

容

原
則

、
看

護
師

を
雇

用

受
入

れ
体

制

・
H
2
9
年

度
は

1
名

募
集

し
た

が
、

応
募

な
し

・
H
3
0
年

度
は

2
名

募
集

し
、

非
常

勤
看

護
師

1
名

を
採

用

・
R
1
年

度
は

2
名

募
集

し
、

非
常

勤
看

護
師

1
名

を
採

用

※
交

代
人

員
の

確
保

及
び

拠
点

地
機

能
の

拡
充

の
た

め
、

2
名

以
上

が
望

ま
し

い

○
相

談
件

数
の

増
加

に
伴

い
、

H
2
9
年

度
に

初
め

て
非

常
勤

看
護

師
の

予
算

を
計

上
し

た
が

、
人

材
不

足
や

予
算

の
関

係
上

、
必

要
数

の
確

保
が

困
難

課
題

H
2
5

H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

経 管 栄 養

胃
ろ

う
1
（
1
）

経
鼻

チ
ュ

ー
ブ

2
（
1
）

1
（
0
）

喀
痰

吸
引

1
（
0
）

1
（
1
）

酸
素

管
理

1
（
0
）

1
（
0
）

1
（
0
）

導
尿

1
（
0
）

1
（
0
）

合
計

2
（
0
）

1
（
1
）

1
（
1
）

4
（
1
）

3
（
0
）

・
括

弧
内

の
数

値
は

受
入

れ
を

認
め

た
事

案

３

医
師

の
判

断
に

基
づ

き
、

集
団

保
育

が
可

能
で

あ
る

と
認

め
た

児

受
入

れ
対

象

13



対
象

者
Ａ

く
ん

（
4
歳

・
男

児
）

疾
病

・ ・
糖

源
病

※

医
療

処
置

・・
経

管
栄

養
(胃

ろ
う

)
3
時

間
お

き
・・

必
要

時
血

糖
測

定

現
在

の
状

況
・ ・

3
時

間
お

き
に

看
護

師
が

胃
ろ

う
か

ら
栄

養
補

給
と

し
て

ミ
ル

ク
を

注
入

・
医

師
指

示
に

よ
る

活
動

制
限

は
な

い
が

、
低

血
糖

に
な

り
や

す
い

た
め

、
定

期
的

に
胃

ろ
う

か
ら

ミ
ル

ク
を

補
充

・
易

感
染

の
た

め
、

感
染

予
防

に
配

慮
す

る
よ

う
指

示
さ

れ
て

い
る

・
運

動
量

の
激

し
い

活
動

の
前

後
に

は
血

糖
測

定
を

実
施

体
制

・・
園

児
2
0
名

の
ク

ラ
ス

に
対

し
、

保
育

士
1
名

＋
非

常
勤

保
育

士
1
名

を
配

置
・

非
常

勤
看

護
師

1
名

を
配

置
（

医
療

的
ケ

ア
児

対
応

及
び

園
全

体
の

保
健

衛
生

管
理

）

特
記

事
項

母
親

が
急

死
し

、
早

急
に

対
応

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

か
っ

た
。

園
で

の
訪

問
看

護
利

用
を

希
望

し
た

が
叶

わ
な

か
っ

た
た

め
、

看
護

師
が

配
置

さ
れ

る
ま

で
の

期
間

、
県

外
の

祖
母

を
呼

び
寄

せ
対

応
し

て
い

た
。

訪
問

看
護

が
利

用
で

き
る

と
・

訪
問

看
護

を
保

育
所

等
で

利
用

す
る

こ
と

に
よ

り
、

看
護

師
が

配
置

さ
れ

る
ま

で
の

期
間

で
あ

っ
て

も
、

切
れ

目
な

く
児

を
預

か
る

こ
と

が
で

き
る

・
既

に
利

用
し

て
い

る
訪

問
看

護
で

あ
れ

ば
、

適
正

な
医

療
的

ケ
ア

が
ス

ム
ー

ズ
に

実
施

さ
れ

る

事
例

１

※
 糖

源
病

先
天

性
の

糖
代

謝
異

常
糖

代
謝

の
経

路
に

関
す

る
酵

素
の

異
常

に
よ

っ
て

発
症

す
る

症
候

群
代

謝
異

常
に

よ
り

、
摂

取
さ

れ
た

糖
が

分
解

・
合

成
さ

れ
ず

、
肝

臓
な

ど
に

グ
リ

コ
ー

ゲ
ン

が
蓄

積
さ

れ
る

。
よ

っ
て

血
液

に
循

環
し

な
い

た
め

、
低

血
糖

や
肝

腫
大

な
ど

の
症

状
が

起
こ

る
。

４
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対
象

者
Ｂ

ち
ゃ

ん
（

5
歳

・
女

児
）

疾
病

・ ・
急

性
脳

炎
・・

神
経

麻
痺

（
2
0
1
8
年

1
0
月

診
断

）
・

上
記

疾
病

に
よ

る
左

顔
面

神
経

麻
痺

及
び

嚥
下

障
害

医
療

処
置

・ ・
経

管
栄

養
(鼻

腔
)

昼
食

時

現
在

の
状

況
・

歩
行

や
走

行
に

つ
い

て
若

干
の

手
助

け
が

必
要

で
あ

る
が

、
園

で
の

活
動

に
つ

い
て

大
き

な
支

障
は

き
た

し
て

い
な

い ・
定

期
的

に
医

療
機

関
受

診

体
制

・ ・
3
0
名

の
ク

ラ
ス

に
対

し
、

保
育

教
諭

1
名

＋
非

常
勤

保
育

教
諭

1
名

を
配

置

特
記

事
項

経
管

栄
養

に
対

す
る

体
制

が
園

で
は

整
っ

て
い

な
い

た
め

、
昼

食
時

に
保

護
者

が
毎

回
来

園
し

て
実

施
し

て
い

る
。

発
症

後
一

旦
退

園
し

た
が

、
保

護
者

は
集

団
に

入
る

こ
と

の
必

要
性

を
強

く
感

じ
て

お
り

、
再

度
元

の
園

へ
の

入
園

と
な

っ
た

。
体

力
を

考
え

週
1
～

2
回

の
一

時
預

か
り

か
ら

始
め

て
徐

々
に

慣
ら

し
て

い
き

、
現

在
は

週
5
日

通
う

こ
と

が
で

き
て

い
る

。
医

師
と

し
て

は
、

機
能

的
に

は
回

復
し

て
い

る
た

め
嚥

下
は

可
能

と
判

断
し

て
い

る
が

、
児

が
頑

な
な

面
が

あ
り

嚥
下

で
き

ず
、

経
管

栄
養

で
対

応
し

て
い

る
状

況
に

あ
る

。

訪
問

看
護

が
利

用
で

き
る

と
・

昼
食

時
の

医
療

的
ケ

ア
実

施
の

時
間

帯
の

み
、

保
育

所
等

で
訪

問
看

護
を

利
用

す
る

こ
と

に
よ

り
、

保
護

者
に

来
園

を
求

め
る

必
要

が
な

く
な

り
、

保
護

者
の

身
体

的
・

精
神

的
な

負
担

が
軽

減
さ

れ
る

・
1
日

数
時

間
の

医
療

的
ケ

ア
実

施
の

た
め

に
、

看
護

師
1
人

を
雇

用
す

る
こ

と
に

つ
い

て
た

め
ら

わ
れ

る
場

合
で

あ
っ

て
も

、
訪

問
看

護
で

あ
れ

ば
、

短
期

間
・

短
時

間
だ

け
と

い
っ

た
利

用
が

で
き

る
の

で
、

保
護

者
の

来
園

を
求

め
ず

に
児

を
預

か
る

こ
と

が
で

き
る

可
能

性
が

高
ま

る

事
例

２

５
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福
井

市
か

ら
の

提
案

※
 3

施
設

に
限

定
し

た
理

由
は

、
当

該
施

設
が

保
護

者
の

同
伴

な
し

に
未

就
学

児
を

受
け

入
れ

る
施

設
で

あ
り

、
か

つ
看

護
師

の
配

置
が

義
務

付
け

ら
れ

て
い

な
い

施
設

で
あ

る
た

め

提
案

内
容

○
看

護
師

の
確

保
が

困
難

で
あ

る
中

、
看

護
師

を
雇

用
し

な
く

て
も

、
医

療
的

ケ
ア

児
の

受
入

体
制

が
強

化
で

き
る

○
短

期
間

・
短

時
間

の
利

用
、

あ
る

い
は

看
護

師
を

確
保

で
き

る
ま

で
の

つ
な

ぎ
、

と
い

っ
た

柔
軟

な
対

応
が

可
能

と
な

り
、

ニ
ー

ズ
に

合
わ

せ
た

体
制

が
構

築
で

き
る

○
近

年
、

医
療

的
ケ

ア
児

の
保

護
者

か
ら

、
要

望
が

強
ま

っ
て

き
て

い
る

「
児

童
の

社
会

性
の

発
達

に
資

す
る

集
団

保
育

」
を

経
験

す
る

機
会

が
増

す

制
度

改
正

に
よ

る
効

果

健
康

保
険

法
上

の
訪

問
看

護
の

適
用

範
囲

に
つ

い
て

、
「

居
宅

」
以

外
で

あ
る

①
保

育
所

、
②

認
定

こ
ど

も
園

、
③

幼
稚

園
を

訪
問

先
と

し
て

認
め

る

■
訪

問
看

護
の

適
用

範
囲

①
保

育
所

②
認

定
こ

ど
も

園
③

幼
稚

園

居
宅

の
み

６
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